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研究成果の概要（和文）：クラミジア感染における宿主細胞修飾を明らかにするために、クラミジア感染細胞の
DNA損傷誘導ならびにその制御について検討した。クラミジア感染細胞のDNA損傷はクラミジア感染後期に検出さ
れた。そこでDNA損傷誘導メカニズムを明らかにするために、ROS産生に関わる遺伝子ノックダウン細胞で検討し
たものの明らかな違いは見いだせなかった。一方、損傷DNAの応答に関わる遺伝子群の発現解析をqPCRアレイで
行ったところ、発現変動する遺伝子群が見いだされた。このように、クラミジア感染細胞において損傷DNAの誘
導とその応答が発現制御されている可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：To understand host cell responses induced by an obligate intracellular 
bacterium, Chlamydia, we tried to investigate Chlamydia-induced host DNA damages and the 
regulations. As a result, host DNA damages were detected at late stage of Chlamydia infections. 
Although we also assessed host DNA damage inductions induced by Chlamydia using knockdown cells, 
obvious differences were not seen in these cells. On the other hands, when expressions of genes on 
DNA damage responses were analyzed in Chlamydia-infected cells using qPCR array, upregulated or 
downregulated genes were identified. Thus, host DNA damage responses may be regulated in Chlamydia 
infections.

研究分野：感染生物学

キーワード： クラミジア　DNA損傷
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
性器クラミジア感染症は無症状なことも多いため放置された結果、不妊や骨盤内炎症性疾患など重篤な結果を引
き起こすことがある。そのため、クラミジア感染細胞における細胞応答を理解することは、性器クラミジア感染
症の病態解明や治療・予防の上で重要となる。DNA損傷は変異に繋がる可能性があるため、本研究では、性器ク
ラミジア感染細胞のDNA損傷に焦点を当てて検討した。その結果、クラミジア感染細胞において損傷DNAの誘導と
その制御が行われていることが示唆されており、これらの結果はクラミジア感染症の病態を理解に繋がる可能性
が考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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